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行
」
を
序
破
急
に
分
け
る
考
え
方
が
見
ら
れ
る
（
旧
稿
①
）。「
地
鞠
」
に
関

す
る
こ
と
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
て
考
究
し
て
い
き
た
い
。

（
注
15
）（
注
1
）
前
掲
書
、
事
項
索
引
参
照
。

（
注
16
）『
蹴
鞠
口
伝
集
』翻
刻
は
、研
究
報
告
書『
蹴
鞠
技
術
変
遷
の
研
究
』代
表
・

桑
山
浩
然
、
一
九
九
二
年
所
収
。『
革
匊
要
略
集
』
翻
刻
は
（
注
1
）
前
掲
書

所
収
。

（
注
17
）
な
お
『
松
下
十
巻
抄
』
三
17
「
一
段
三
足
」（
一
五
五
頁
）
は
、「
三
拍

子
」
の
こ
と
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
項
目
に
出
る
「
蹴
上
」
と
い
う
語

の
語
義
規
定
に
も
関
わ
り
、
問
題
が
別
な
の
で
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
い
ず

れ
再
考
し
た
い
。

（
注
18
）（
注
1
）
前
掲
書
、
事
項
索
引
参
照
。

（
注
19
）（
注
1
）
前
掲
書
、
事
項
索
引
参
照
。

（
注
20
）（
注
６
）『
に
ぎ
は
ひ
草
』
で
は
、
賀
茂
家
の
「
数
鞠
」
を
す
る
さ
ま
を

批
判
的
に
記
し
て
い
る
。

（
注
21
）「
渡
辺
融
氏
・
近
世
蹴
鞠
研
究
講
義　

講
義
プ
リ
ン
ト
」
中
「
口
頭
発

表
レ
ジ
メ
５
・
７
」、
旧
稿
⑤
研
究
報
告
書
所
収
、
四
六
頁
、
五
四
頁
。

　

本
稿
で
引
用
し
た
本
文
は
以
下
の
各
書
に
拠
る
。『
地
下
流
蹴
鞠
秘
伝
書
』
―

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
。『
中
撰
実
又
記
』
―
旧
稿
⑤
。『
宗
清
百
問
答
』
―
平
野

神
社
蔵
難
波
家
旧
蔵
本
。『
蹴
鞠
百
五
十
箇
條
』・『
松
下
十
巻
抄
』・『
蹴
鞠
之
目

録
九
十
九
箇
條
』
―
『
続
群
書
類
従
』。『
内
外
三
時
抄
』
―
（
注
1
）
前
掲
『
蹴

鞠
の
研
究
』
所
収
翻
刻
。『
竹
斎
』
―
近
世
文
学
資
料
類
従
仮
名
草
子
編
『
竹
斎

物
語
集
』（
上
）。『
に
ぎ
は
ひ
草
』
―
『
新
燕
石
十
種
第
二
』。
い
ず
れ
も
通
読

の
便
を
計
り
、
私
意
に
よ
り
、
句
読
点
を
加
え
表
記
を
改
め
て
あ
る
。

鞠
」「
蹴
手
」
な
ど
と
い
っ
た
『
実
又
記
』
と
共
通
の
語
が
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
内
容
的
に
他
巻
よ
り
も
『
実
又
記
』
の
頃
に
近
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、
賀
茂
流
蹴
鞠
書
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。

（
注
８
）「
形
木
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
兵
法
や
能
な
ど
他
の
芸
能
分
野

か
ら
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
注
９
）（
注
1
）
前
掲
書
、
事
項
索
引
参
照
。

（
注
10
）
拙
著
『
遊
戯
か
ら
芸
道
へ
―
日
本
中
世
に
お
け
る
芸
能
の
変
容
―
』
玉

川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
七
～
一
一
二
頁
。

（
注
11
）
九
二
「
延
足
の
事
」、
九
三
「
延
足
仕
習
様
の
事
」、
九
四
「
連
ね
延
べ

と
い
ふ
事
」、
九
五
「
重
ね
延
べ
と
い
ふ
事
」、
九
六
「
突
き
延
べ
と
い
ふ
事
」、

九
七
「
延
べ
帰
り
と
い
ふ
事
」、
九
八
「
帰
り
延
べ
と
い
ふ
事
」、
一
〇
一
「
半

延
べ
と
い
ふ
事
」。
以
上
、
七
一
～
七
二
頁
。

（
注
12
）『
内
外
三
時
抄
』
に
つ
い
て
は
、（
注
1
）
前
掲
書
に
翻
刻
と
詳
細
な
解

説
が
あ
る
。

（
注
13
）（
注
1
）
前
掲
書
、
事
項
索
引
参
照
。

（
注
14
）『
九
十
九
箇
条
』
で
は
「
高
足
」
は
序
の
段
階
で
出
現
し
て
い
た
。
他

書
で
も
「
高
く
上
げ
る
鞠
」
は
序
で
出
現
す
る
。『
実
又
記
』
で
は
、
序
で
は

「
地
鞠
」
を
行
う
。
な
お
、
三
家
に
も
「
地
」
は
あ
る
が
、
外
郎
家
の
概
念
と

は
違
う
。『
実
又
記
』
で
は
、「
一
足
三
段
」
に
は
「
蹴
様
の
一
足
三
段
」
と

「
拍
子
の
一
足
三
段
」
が
あ
り
、
後
者
は
「
序
破
急
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、「
御

子
左
の
家
説
」（
下
３
「
拍
子
の
習
」）
で
あ
る
と
す
る
。「
拍
子
の
一
足
三
段
」

に
つ
い
て
は
、
今
は
説
明
で
き
な
い
が
、「
一
日
の
鞠
会
全
体
の
進
行
」
を
序

破
急
に
分
け
る
考
え
方
以
外
に
、『
実
又
記
』
で
は
「
一
セ
ッ
ト
の
プ
レ
ー
進

　
　

加
賀
藩
と
室
鳩
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

畑　

中　
　

榮

　
は
じ
め
に

　

前
号
で
は
、
昌
興
が
綱
紀
に
諫
書
を
奉
り
、
そ
の
ま
ま
謹
慎
し
て
七
尾
の
津つ

む
ぎ向

村
で
没
し
た
こ
と
、
そ
の
昌
興
に
対
す
る
鳩
巣
の
評
価
や
追
悼
等
に
つ
い
て
ま
と

め
た
。
今
回
は
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
の
昌
興
と
鳩
巣
が
出
会
い
、
詩
作
や
儒
学
の

学
習
を
通
し
て
ーー
主
に
鳩
巣
が
昌
興
に
教
授
し
訓
導
し
た
の
で
あ
る
が
ーー
醸

成
し
て
い
っ
た
儒
教
精
神
を
見
て
行
き
た
い
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
武
士

と
し
て
の
節
義
や
誇
り
を
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ま
で
に
貫
い
た
、
一
人
の
武
士
の
生
き

様
で
も
あ
る
。

　
1　

鳩
巣
と
昌
興

　

鳩
巣
と
昌
興
が
交
流
し
始
め
る
の
は
貞
享
元
年
、
鳩
巣
二
十
七
歳
、
昌
興

二
十
九
歳
頃
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
の
ほ
ぼ
十
年
間
は
、
殆
ど
接
点
が
な
い
。
従
っ

て
前
半
は
各
々
を
別
々
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

昌
興
が
綱
紀
に
近
侍
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）

十
八
歳
で
新
知
二
百
五
十
石
を
賜
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
実
際
に
は
そ

の
二
年
前
の
寛
文
十
一
年
頃
に
召
し
出
さ
れ
た
ら
し
い（
注
１
）。
そ
し
て
そ
の
年

の
秋
能
登
に
旅
行
し
て
、
和
歌
に
よ
る
「
能
登
紀
行
」
を
書
い
て
い
る
。（
注
２
）。

　

一
方
鳩
巣
も
同
じ
く
寛
文
十
一
年
、
十
四
歳
で
綱
紀
の
命
に
よ
り
そ
の
場
で

詩
を
賦
し
、
同
席
し
て
い
た
木
下
順
庵
（
以
下
順
庵
と
略
称
）
を
し
て
、「
辭
義

観
る
べ
し
。
感
嘆
の
餘
り
、
た
め
に
次
韻
し
、
以
て
前
程
を
祝
す
」
と
し
て
、

七
絶
を
贈
ら
し
め
て
い
る
（
注
３
）。

　
　

五
岳
英
霊
鍾
少
年　
　

一
篇
珠
玉
踵
前
賢

　
　

聡
明
自
與
世
人
異　
　

未
必
降
才
無
二
天

［
訓
読
］
五
岳
の
英
霊
少
年
に
鍾あ

つ

ま
り
。
一
篇
の
珠
玉
前
賢
を
踵つ

ぐ
。
聡
明
は

自お
の
づ
から

世
人
と
異
な
る
。
未
だ
必
ず
し
も
才
を
降く

だ

す
に
二に

て
ん天

無
き
に
あ
ら
ず
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年
・
賢
・
天
（
下
平
一
先
）

　
「
五
岳
の
英
霊
」
は
、
国
を
鎮
め
人
々
に
生
死
福
徳
等
を
授
け
る
五
岳
の
神
霊

で
、
そ
の
神
霊
に
守
ら
れ
る
と
延
命
福
寿
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。
鳩
巣
に
は
、

そ
の
神
霊
か
ら
授
け
ら
れ
た
才
能
が
溢
れ
て
お
り
、
先
賢
の
明
を
継
い
で
ひ
と

き
わ
抜
き
ん
出
た
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
少
年
の
聡
明
な
才
能
を
磨
く

葛
巻
昌
興
と
の
交
流　

そ
の
2
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よ
、
と
自
警
し
た
も
の
。
十
八
歳
と
な
り
一
サ
イ
ク
ル
を
経
験
し
、
ほ
ぼ
要
領

を
得
て
油
断
し
が
ち
で
あ
る
己
へ
の
戒
め
で
あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
頃
、
北
野

廟
に
徹
夜
の
願
を
か
け
か
け
た
こ
と
は
、
前
述
も
し
た
。

　
2　

延
宝
五
年
か
ら
八
年
ま
で

　

か
く
し
て
再
び
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
九
月
京
か

ら
江
戸
へ
向
か
っ
た
が
、
そ
の
時
の
道
中
記
と
も
い
え
る
作
が
あ
る（
注
７
）。

　
　
　
　

相
坂
関      

鳩
巣  

　
　

驛
路
遙
連
林
藪
間　
　

征
人
走
馬
出
東
関

　
　

自
此
行
行
知
日
遠　
　

回
頭
猶
望
帝
郷
山

［
訓
読
］
驛え

き
ろ路
遙
か
に
連
な
る　

林り
ん
そ
う藪
の
間か

ん

。
征せ

い
じ
ん人　

馬
を
走
ら
せ
て
東と

う
く
ゎ
ん関
を

出
づ
。
此こ

れ
よ自

り
行
き
行
き
て
日
の
遠と

ほ

き
を
知
る
。
頭か

う
べを

回め
ぐ

ら
せ
て
猶
ほ
望
む　

帝て
い
き
ゃ
う
郷
の
山
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

間
・
関
・
山
（
上
平
十
五
刪
）  

   

馬
を
走
ら
せ
て
逢
坂
関
ま
で
来
る
と
、い
よ
い
よ
遠
い
関
東
へ
の
道み

ち
の
り程

が
待
っ

て
い
る
。
ふ
と
心
残
り
の
雉
塾
を
振
り
向
く
と
、
都
を
取
り
囲
む
山
々
が
望
見

さ
れ
る
こ
と
だ
、
と
。「
征
人
」
と
意
気
込
み
つ
つ
、
ど
こ
か
感
傷
も
漂
わ
せ
る
。

な
お
こ
の
年
の
十
一
月
、
妹
の
寒
が
常
陸
の
小
池
友
輔
に
嫁
し
た（
注
８
）。

　

一
方
こ
の
年
二
十
二
歳
に
な
っ
た
昌
興
は
、
禄
百
五
十
石
を
加
え
て
四
百
石

と
な
り
、
日
記
を
つ
け
始
め
た
。
こ
の
日
記
は
、
元
禄
六
年
七
尾
の
津つ

む
ぎ向

村
に

謹
慎
す
る
三
月
九
日
ま
で
、
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
る
。
次
は
そ
の

日
記
の
書
き
出
し
で
あ
る
。
な
お
文
中
の
（　

）
は
注
記
で
あ
る
。

　

公
御
昼
成
七
ツ
半
時
分
、
五
ツ
過
御
長
袴
被
爲
成
御
着
用
。
其
儀
終
て

大
服
献
之
（
菊
池
武
知
役
之
）、次
御
菜
（
那
古
屋
廣
政
役
之
）、次
蓬
莱
（
葛

の
に
、
二
天
の
恩
人
が
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
と
、
暗
に
綱
紀
に
召
し
抱
え
る

こ
と
を
促
し
て
い
る
。「
二
天
」
と
は
人
間
が
受
け
る
恩
で
、
天
恩
以
外
の
も
う

一
人
の
人
、
つ
ま
り
綱
紀
を
い
う
。

　

こ
れ
が
推
挙
に
な
っ
た
の
か
、
翌
十
二
年
二
月
十
八
日
、
十
五
歳
で
小
坊
主

に
召
し
出
さ
れ
、
二
十
人
扶
持
を
給
さ
れ
て
順
庵
の
京
の
雉
塾
で
そ
の
才
を
磨

く
よ
う
命
じ
ら
れ
た（
注
４
）。
そ
し
て
そ
の
年
の
秋
京
へ
足
を
進
め
た
。

　

京
で
は
み
だ
り
に
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
閑
暇
の
あ
る
日
、
塾

か
ら
比
較
的
近
い
清
水
寺
に
出
か
け
、「
遊
清
水
寺
」
の
五
律
を
賦
し
た
。
そ
の

序
に
い
う
（
取
意
）。
自
分
は
幼
時
よ
り
京
に
は
古こ

せ
き蹟

や
名
勝
が
多
い
と
聞
い
て

い
た
が
、「
東
鄙
」
に
生
ま
れ
た
の
で
出
か
け
る
機
会
も
な
か
っ
た
。
今
回
幸
い

に
も
師
に
従
っ
て
京
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
学
業
に
励
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
外
出
は
極
力
控
え
て
い
た
。
し
か
し
清
水
寺
は
雉
塾
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、

「
夙
志
」
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
。

　

確
か
に
鳩
巣
は
京
で
は
傍
目
も
ふ
ら
ず
勉
学
に
い
そ
し
ん
だ
ら
し
い
。
高
弟

の
一
人
で
あ
る
青
地
齊な

り
か
た賢

が
、
後
年
鳩
巣
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
十
八
歳
の

二
月
頃
北
野
廟
に
一
夜
徹
夜
で
参
籠
し
、
神
助
を
得
て
学
問
を
成
就
さ
せ
た
い

と
願
っ
た
こ
と
や（
注
５
）、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
に
も
北
野
廟
に
十
一
ケ
條

の
誓
文
を
奉
り
、
学
問
成
就
を
祈
願
し
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る（
注
６
）。

　

一
．
賓
客
、
或
は
疾
病
及
び
避
け
難
き
の
事
を
除
き
て
、
一
日
も
懈け

だ
い怠

あ
る

　
　

べ
か
ら
ず
。

　

一
．
毎
朝
、
案つ

く
えに

對む
か

ひ
て
先
づ
衣
帯
を
整
へ
、
乃す

な
はち

一
坐
了を

は

り
、
事
故
有
る

　
　

に
非
ざ
れ
ば
、
妄み

だ
りに

動
く
べ
か
ら
ず
。

　

一
．
案つ

く
えに
對む

か

ふ
間
、
情
念
將
に
生
ぜ
ん
と
せ
ば
、
正
念
を
呼
び
起
し
痛
く
こ

　

れ
を
懲
ら
す
べ
し
。
暫
時
も
忽

ゆ
る
が
せに
す
べ
か
ら
ず
。

こ
れ
は
そ
の
誓
文
の
一
部
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
勢
の
一
端
が
伺
え
よ
う
。
こ
の

姿
勢
は
、
こ
の
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
「
蘇
武
羝て
い
せ
つ雪

」
に
も
見
ら
れ
る
。
長
年
、

匈
奴
の
虐
待
に
苦
し
み
な
が
ら
、
漢
へ
の
忠
節
を
曲
げ
な
い
蘇
武
を
「
壮そ

う
せ
つ節

肯あ

へ
て
辭
せ
ん
や　

客
爲た

る
の
怨う

ら
み。清

忠
自み

ず
から

抱
く　

國
に
報
ゆ
る
の
心
」と
賦
す
。

こ
れ
も
そ
の
ま
ま
鳩
巣
の
志
で
、
故
国
の
恩
に
一
命
を
か
け
て
報
い
よ
う
と
す

る
「
清
忠
」
も
ま
た
、
鳩
巣
の
志
で
あ
る
。

　

前
年
雉
塾
に
上
っ
て
い
た
鳩
巣
は
延
宝
元
年
九
月
に
江
戸
の
本
郷
邸
へ
出
向

い
た
。
こ
こ
で
綱
紀
に
近
侍
し
て
ほ
ぼ
七
ヶ
月
を
過
ご
し
、
翌
二
年
夏
こ
ろ
綱

紀
に
従
っ
て
金
沢
に
戻
り
ほ
ぼ
四
ヶ
月
在
藩
し
た
。
こ
う
し
て
京
・
江
戸
・
金

沢
の
三
点
を
、
二
年
間
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
往
還
す
る
仕
官
生
活
に
入
り
、

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）、
十
八
歳
の
正
月
は
京
の
雉
塾
で
迎
え
た
。

　
　
　
　

乙
卯
元
日　
　

鳩
巣　

　
　

三
朝
和
氣
應　
　

千
里
曙
光
新　
　

客
舎
誰
相
訪　
　

殊
方
人
自
親

　
　

聊
斟
椒
柏
酒　
　

獨
對
柳
梅
春　
　

更
恨
東
風
至　
　

空
令
歳
月
頻

［
訓
読
］三さ

ん
て
う朝

に
和わ

き氣
應お

う

じ
。
千
里　

曙
し
ょ
く
ゎ
う光

新あ
ら
たな

り
。
客か

く
し
ゃ舎　

誰た
れ

か
相
ひ
訪
は
ん
。

殊し
ゅ
は
う方　

人
自お

の
づ
から

親し
た

し
む
。
聊
か
椒せ

う
は
く柏

の
酒
を
斟く

み
。
独ひ

と

り
柳り

う
ば
い梅

の
春
に
對
す
。

更
に
恨
む　

東と
う
ふ
う風

至
り
て
。
空む

な

し
く
歳さ

い
げ
つ月

を
頻ひ

ん

な
ら
令し

む
る
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

新
・
親
・
春
・
頻
（
上
平
十
一
真
）

　
「
三
朝
」
は
正
月
元
旦
、「
和
氣
」
は
長
閑
で
穏
や
か
な
正
月
ら
し
い
気
候
、「
殊

方
」
は
故
郷
や
金
沢
と
は
異
な
る
土
地
。
ま
た
「
歳
月
頻
」
は
、
春
に
な
る
と

や
が
て
勉
学
を
切
り
上
げ
て
江
戸
に
赴
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
見
知
ら
ぬ
土

地
で
見
知
ら
ぬ
人
達
と
の
共
同
生
活
で
あ
る
が
、
交
流
す
る
内
に
自
ず
か
ら
親

し
み
も
湧
く
。
喜
び
の
春
を
迎
え
、
形
ば
か
り
の
お
祝
い
の
椒
柏
酒
で
元
日
を

祝
う
が
、
そ
れ
に
甘
え
て
空
し
く
時
間
だ
け
を
過
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ

巻
高
俊
役
之
）、
各
令
著
長
袴
勤
之
、
御
菜
相
済
蓬
莱
を
引
、
次
大
服
、
追

て
御
雑
煮
、
フ
ク
サ
、
次
に
御
膳
、
其
品
言
別
儀
、
依
而
略
之
。
多
賀
直
房
、

葛
巻
俊
資
、
半
袴
に
て
勤
之
。

　
「
昼
成
」
は
昼
の
間
に
お
出
ま
し
に
な
る
の
意
だ
ろ
う
か
。
綱
紀
は
午
前
五
時

頃
に
昼
の
間
に
出
て
き
て
、
そ
こ
で
先
ず
正
月
の
大
福
茶
（
大
服
）
を
飲
ん
だ
。

大
福
茶
は
、
田
作
り
・
数
の
子
・
梅
干
を
膳
に
載
せ
、
濃
い
茶
を
点
て
て
勧
め

ら
れ
た
。「
蓬
莱
」
は
三
方
に
盛
っ
た
祝
儀
飾
り
で
、
の
し
鮑
・
昆
布
・
伊
勢
海

老
・
勝
栗
・
串
柿
・
橙
な
ど
の
縁
起
物
で
あ
っ
た（
注
９
）。
日
記
に
は
そ
れ
ら
を

綱
紀
に
運
ぶ
奥
小
将
の
姓
名
を
記
し
、
そ
の
時
の
正
式
な
服
装
ま
で
も
が
几
帳

面
に
記
し
止
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
藩
士
の
年
頭
の
御
禮
に
到
る
ま
で
の
次

第
順
序
・
姓
名
等
が
整
然
と
記
さ
れ
、
一
途
に
近
侍
と
し
て
忠
勤
に
励
む
昌
興

を
見
る
よ
う
で
あ
る
。

　

昌
興
の
日
記
は
、
近
侍
と
し
て
見
聞
し
た
事
柄
や
仕
事
の
記
録
が
主
で
あ
っ

て
、城
下
の
様
子
や
城
内
の
有
様
を
伝
え
な
い
。
次
は
翌
延
宝
六
年
金
沢
に
戻
っ

て
い
た
鳩
巣
の
作
に
よ
っ
て
、
除
夜
か
ら
新
年
に
か
け
て
の
城
下
を
う
か
が
っ

て
み
た
い
。

　
　
　
　

除
夕
二
首  

其
一  　

鳩
巣

　
　

四
時
来
往
客
魂
驚　
　

椒
酒
頌
花
迎
夏
正

　
　

城
上
高
林
凝
瞑
色　
　

空
中
微
雨
入
鐘
聲

　
　

一
年
欲
盡
疎
燈
夜　
　

千
里
不
歸
遊
子
情

　
　

向
暁
閭
閻
人　

噎　
　

方
欣
天
意
動
新
晴    

［
訓
読
］
四し

い
じ時
の
来ら

い
わ
う往
は
客か

く
こ
ん魂
を
驚お

ど
ろ
か
す
。
椒

し
ょ
う
し
ゅ酒
頌し

ょ
う
か花
し
て
夏か

せ
い正
を
迎
ふ
。

城じ
ゃ
う
じ
ゃ
う

上
の
高こ

う
り
ん林

は
瞑め

い
し
ょ
く色を

凝こ

ら
し
。
空
中
の
微
雨
は
鐘
聲
に
入い

る
。
一
年
盡
き
ん

と
欲す　

疎そ
と
う燈

の
夜
。千
里
歸
ら
ず　

遊
子
の
情こ

こ
ろ。暁

に
向
ひ
て
閭り

ょ
え
ん閻

に
人　

噎
す
。

て
ん
え
つ
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3　

天
和
元
年
か
ら
三
年
ま
で

　

前
年
五
月
に
四
代
将
軍
家
綱
が
没
し
、
七
月
に
綱
吉
が
五
代
将
軍
と
な
っ
た
。

綱
吉
三
十
四
歳
で
綱
紀
は
四
歳
上
の
三
十
八
歳
で
あ
る
。
新
将
軍
と
な
っ
た
元

旦
を
鳩
巣
は
、「
昨
夜
秦
城
に
北
斗
を
廻め

ぐ

ら
し
。
三さ

ん
て
う朝
の
淑し

ゅ
く
き氣　
靄あ

い

と
し
て
氤い

ん
う
ん氳
。

夏か
せ
い正　
朔さ

く

を
頒わ

か

つ　
舊き

う
ふ
う
ぞ
く

風
俗
。
漢か

ん
し
つ室　
壇だ

ん

に
登
る
新
将
軍
」
と
詠
っ
た（
注
11
）。
将

軍
が
代
わ
り
時
勢
も
一
転
し
て
、
真
新
し
い
新
年
の
気
が
世
に
充
ち
満
ち
て
い

る
。
こ
う
し
て
新
し
い
治
世
を
施
く
べ
き
夏
正
（
暦
）
が
世
に
頒わ

か

た
れ
て
、
新

将
軍
が
諸
侯
に
ま
み
え
る
の
だ
、
と
。
一
方
で
そ
の
よ
う
な
晴
れ
や
か
な
江
戸

か
ら
遠
く
離
れ
た
京
に
い
る
鳩
巣
は
、
新
し
い
御
代
に
一
人
取
り
残
さ
れ
た
よ

う
な
寂
寥
を
抱
い
て
い
た
。

　
　
　
　

元
日
十
首　

其
六    

鳩
巣

　
　

憶
昨
迎
春
趨
北
藩　
　

金
城
茲
日
沐
君
恩

　
　

洞
門
暁
啓
青
山
府　
　

言
路
新
通
白
獣
樽

　
　

重
鎮
得
人
四
疆
治　
　

腐
儒
報
國
寸
心
存

　
　

今
朝
擧
目
殊
風
景　
　

獨
向
江
邊
賦
采
蘩

［
訓
読
］
憶
ふ　

昨む
か
し　

春
を
迎
へ
て
北
藩
に
趨は

し

る
を
。
金
城
に
茲こ

の
日　

君
恩
に

沐も
く

す
。
洞
門
暁
に
啓ひ

ら

く　

青
山
の
府
。
言げ

ん
ろ路

新
た
に
通
ず　

白は
く
じ
う獣

の
樽そ

ん

。
重

ぢ
ゅ
う
ち
ん鎮

　

人
を
得
て
四し

き
ょ
う疆
治
ま
る
。
腐
儒　

國
に
報
ず
る
の
寸
心
存
す
。
今
朝
目
を
擧

ぐ
れ
ば
風
景
を
殊
に
す
。
獨
り
江
邊
に
向
か
ひ
て
采さ

い
は
ん蘩

を
賦
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

藩
・
恩
・
樽
・
存
・
蘩
（
下
平
十
三
元
）

　
「
春
を
迎
へ
て
北
藩
に
趨は

し

り
、
金
城
に
茲こ

の
日
君
恩
に
沐も

く

す
」
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
ほ
ぼ
九
年
前
で
あ
る
。
三
都
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
も
四
周
を
終
え
た
。

将
軍
も
年
も
改
ま
っ
た
が
、
自
分
だ
け
は
い
つ
ま
で
も
師
に
つ
い
て
学
ぶ
し
か

方ま
さ

に
欣よ

ろ
こぶ

べ
し　

天
意
の
新
晴
を
動ゆ

る

が
す
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ［
驚
・
正
・
聲
・
情
・
晴
］
下
平
八
庚

　

四
季
に
わ
た
る
来
往
は
旅
人
の
心
を
驚
か
せ
、
も
う
明
日
は
お
屠
蘇
と
正
月

の
花
飾
り
で
賑
や
か
に
迎
え
る
新
年
だ
。
晦
日
の
今
日
は
、
城
を
取
り
囲
む
林

が
夜
を
漆
黒
に
沈
め
。
氷ひ

さ
め雨

の
中
に
除
夜
の
鐘
の
音
が
吸
い
込
ま
れ
て
ゆ
く
。

弱
々
し
い
燈
火
が
消
え
そ
う
な
部
屋
で
今
年
も
過
ぎ
。
私
の
心
は
千
里
も
遠
い

江
戸
へ
と
馳
せ
て
ゆ
く
。
や
が
て
年
が
明
け
朝
に
な
る
と
村
の
小
門
に
人
が
満

ち
溢あ

ふ

れ
。
天
が
新
し
い
年
を
齎も

た
らし

た
こ
と
を
喜
び
合
う
の
だ
、と
。「
閭り

ょ
え
ん閻　

噎
」

は
人
や
車
が
充
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
。
大
晦
日
か
ら
新
年
に
か
け
て
の
城
中
は
、

街
路
を
埋
め
尽
す
飾
り
花
や
人
ご
み
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
年
が
明
け
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
元
旦
の
城
下
で
あ
る
。

　
　
　
　

元
日
三
首　

其
二  

鳩
巣

　
　

畳
鼓
鼕
鼕
聲
満
堂　
　

回
頭
遠
近
望
蒼
茫

　
　

白
山
曙
色
動
晴
雪　
　

碧
海
春
光
連
大
荒

　
　

雨
散
閭
閻
千
樹
出　
　

霞
含
城
郭
二
川
長

　
　

侯
門
復
覩
新
年
會　
　

共
沐
恩
波
鴻
雁
行

［
訓
読
］
畳じ

ょ
う
こ鼓

鼕と
う
と
う鼕　

聲こ
ゑ

堂だ
う

に
満
つ
。
頭か

う
べ

を
回め

ぐ

ら
せ
ば
遠ゑ

ん
き
ん近

望
み
蒼そ

う
ぼ
う茫

た
り
。

白し
ら
や
ま山

の
曙

し
ょ
し
ょ
く色

晴せ
い
せ
つ雪

を
動ゆ

る

が
し
。
碧へ

き
か
い海

の
春

し
ゅ
ん
く
ゎ
う光

大た
い
こ
う荒

に
連つ

ら

な
る
。
雨
閭り

ょ
え
ん閻

に
散さ

ん

じ

て
千せ

ん
じ
ゅ樹

出い

で
。
霞
城じ

ゃ
う
く
ゎ
く

郭
を
含
み
て
二に

せ
ん川

長
し
。
侯こ

う
も
ん門

に
復ま

た
覩み

る
新
年
の
會く

ゎ
い。

共
に
沐も

く

す
恩お

ん
ぱ波

鴻こ
う
が
ん雁

の
行つ

ら

。　
　
　
　

 ［
堂
・
茫
・
荒
・
長
・
行
］
下
平
七
陽

　

新
年
の
太
鼓
が
鼕と

う
と
う鼕

と
城
中
に
満
ち
、
見
渡
せ
ば
加
賀
平
野
が
茫ぼ

う
ば
く漠

と
目
を

奪
う
。
年
暮
れ
に
降
っ
た
雪
が
霽は

れ
て
白し

ら
や
ま山
が
初は

つ
ひ日
に
輝
き
、
仙
人
の
棲
む
青

海
原
か
ら
昇
る
曙
光
が
こ
の
原
野
に
降
り
注
ぐ
。
雨
が
上
っ
て
街
樹
の
列
が
姿

て
ん
え
つ

松
城
兵
の
急
襲
を
受
け
、
身
動
き
も
取
れ
な
い
沼
地
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
九

人
の
将
兵
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
こ
れ
を
救
っ
た
の
は
殿し

ん
が
り軍
の
長
連
龍
で
、
こ

の
辛
勝
が
前
田
家
を
加
越
登
三
国
を
領
有
せ
し
め
、「
舊
俗
は
恩
徳
に
酔
ひ
。
百

年
猶
ほ
詠
歌
す
」
と
い
う
栄
華
を
得
た
の
だ
っ
た
。

　

年
が
改
ま
り
、
延
宝
八
年
は
江
戸
で
正
月
を
迎
え
、
帰
藩
の
途
に
つ
い
た
の

は
九
月
十
日
で
、
二
十
二
日
に
金
沢
に
着
い
た
。
金
沢
で
は
席
を
暖
め
る
間
も

な
く
、
十
一
月
頃
に
京
に
向
け
て
発
っ
て
い
る
。「
暁
發
賀
陽
二
首
」
は
こ
の
時

の
作
で
、
そ
の
中
に
「
吾
が
家　

素も
と

賤せ
ん
ひ
ん貧
な
れ
ば
。
禄
仕
し
て
風ふ

う
ぢ
ん塵
に
落お

つ
。

抱は
う
く
わ
ん
関
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しに
孤こ

ふ負
し
て
。
誤あ

や
まち
て
遊い

う
く
わ
ん宦の
身
と
爲
る
。
腐ふ

じ
ゅ儒　

主
に
補ほ

す
る
無

く
。
久
し
く
客
と
な
る
も　

動や
や

も
す
れ
ば
親し

ん

に
違た

が

ふ
。」
と
あ
る
。
自
分
は
門
番

と
し
て
世
の
名
誉
か
ら
逃
れ
、
志
を
高
く
持
っ
て
住
も
う
と
思
っ
て
い
た
。
だ

け
ど
そ
の
志
に
も
背
い
て
加
賀
の
国
で
役
人
と
な
っ
た
が
、
無
役
な
儒
者
の
こ

と
と
て
主
を
補
佐
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
さ
り
と
て
親
の
期
待
に
も
背
い
て
一

生
を
終
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
鳩
巣
の
理
想
は
、
儒
学
に
よ
っ
て
礼
節
と

徳
操
を
重
ん
ず
る
世
を
導
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
道
は
限
り
な
く
遠

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
延
宝
五
年
に
は
、
陽
広
公
前
田
光
高
が
士
人
を
戒
め
た
訓
戒
と
和
歌
を

編
し
た『
陽
廣
公
偉
訓
』の
序
文
を
草
し
、同
八
年
に
は『
本
朝
群
籍
撰
者
考
』（
撰

者
等
未
詳
）
の
序
文
等
を
草
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
鳩
巣
は
、「
文
武
一
道
は

偏
廃
す
べ
か
ら
ず
」、「
学
文
」
を
も
っ
て
徳
を
修
め
身
を
修
む
べ
き
こ
と
を
力

説
す
る
（
注
10
）。

を
現
し
、
城
下
を
覆
っ
て
い
た
靄
が
霽
れ
て
犀
川
や
浅
野
川
の
滔
々
た
る
流
れ

が
一
望
さ
れ
る
。
今
日
は
侯
門
大
家
の
元
旦
拝
礼
の
日
だ
。
登
城
し
て
君
主
か

ら
恩
波
を
受
け
る
藩
士
が
、
雁
行
成
し
て
城
門
に
列
を
造
っ
て
い
る
、
と
。

　

そ
し
て
こ
の
城
下
の
賑
わ
い
の
中
、
一
人
淋
し
く
正
月
を
迎
え
る
己
に
と
目

を
向
け
て
、「
其
三
」
が
詠
わ
れ
る
。
年
が
改
ま
っ
て
も
閑
散
た
る
我
が
身
、

花か
り
ゅ
う柳

と
華は

な

や
ぐ
城
下
、
晦
日
に
降
っ
た
純
白
の
初
雪
は
城
の
上
に
山
と
積
っ
た
。

江
戸
の
親
に
新
年
の
消
息
を
出
し
た
が
、
雁
は
空
に
留
ま
っ
た
ま
ま
で
ま
だ
江

戸
に
は
届
か
ず
、
関
所
は
閑
散
と
し
て
物
寂
し
い
だ
ろ
う
、
出
か
け
た
息
子
が

ま
だ
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
。
親
も
い
な
い
一
人
の
家
だ
が
屠
蘇
の
椒し

ょ
う
は
く
し
ゅ

栢
酒
を
準

備
し
た
。
一
体
何
時
に
な
っ
た
ら
、
五
彩
の
子
供
服
を
着
て
親
を
喜
ば
せ
る
日

が
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
老　

子
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
と
。

　

か
く
し
て
金
沢
で
正
月
を
過
ご
し
て
三
月
、
再
び
雉
塾
に
旅
立
つ
。
次
は
そ

の
時
の
道
中
詩
の
一
首
。

　
　
　
　

自
賀
赴
京
道
中
作
七
首  

鳩
巣 

　
　

小
松
城
郭
在　
　

隠
映
白
雲
阿　
　

要
害
山
河
壮　
　

経
綸
籌
策
多

　
　

英
雄
事
已
矣　
　

悵
望
意
如
何　
　

舊
俗
醉
恩
徳　
　

百
年
猶
詠
歌

［
訓
読
］
小こ

ま
つ松

に
城

じ
ゃ
う
く
ゎ
く郭

在
り
。
隠い

ん
え
い映

す　

白は
く
う
ん雲

の
阿く

ま

。
要え

う
が
い害

山さ
ん
が河

壮さ
う

に
。
経け

い
り
ん綸

籌ち
う
さ
く策

多お
ほ

し
。
英え

い
ゆ
う雄

の
事こ

と

已や
み
ぬ矣

。
悵ち

ゃ
う
ば
う望

の
意い

如い
か
ん何

。
舊き

う
ぞ
く俗

は
恩お

ん
と
く徳

に
酔ゑ

ひ
。
百

ひ
ゃ
く
ね
ん年

猶な

ほ
詠え

い
か歌

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

阿
・
多
・
何
・
歌
（
下
平
五
歌
）

　
「
経け

い
り
ん
ち
う
さ
く

綸
籌
策
」
は
國
を
治
め
る
は
か
り
ご
と
。「
英
雄
事
」
は
、
か
つ
て
木
場

潟
の
北
辺
、
浅あ

さ
い
な
わ
て

井
畷
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
戦
闘
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
八

月
九
日
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の
前
哨
戦
と
し
て
金
沢
城
主
前
田
利
長
と
小
松
城
主

丹
羽
長
重
の
戦
闘
が
こ
の
地
で
あ
っ
た
。
大
聖
寺
城
を
攻
略
し
た
利
長
が
会
津

に
赴
く
た
め
軍
を
返
し
、
木
場
潟
近
辺
の
沼
地
の
畷
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
小



ー 21ー ー 20ー

な
い
「
腐
儒
」
の
ま
ま
だ
と
。
元
日
の
朝
会
で
は
君
主
に
直
言
を
献
じ
て
、
白

虎
の
形
の
酒
樽
の
蓋
を
開
け
て
飲
ん
で
も
み
た
い
。
身
を
捨
て
て
直
言
す
る
有

能
な
臣
が
い
て
、
始
め
て
四
方
が
う
ま
く
治
ま
る
。「
腐
儒
」
た
る
自
分
に
も
國

に
報
い
よ
う
と
す
る
寸
心
が
あ
る
が
、
そ
の
思
い
を
届
け
る
に
は
京
は
遠
過
ぎ

る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
、
采
蘩
・
藻
の
駄
文
を
弄
し
て
、
己
の
信ま

こ
とを

江
辺
の
主
に

示
す
の
だ
、
と
。

　

ま
た
「
其
八
」
詩
で
は
、「
か
つ
て
江
戸
に
あ
る
時
生
活
に
窮
し
な
が
ら
親
を

養
い
、
城
門
の
門
番
位
で
一
生
を
終
え
る
の
が
自
分
の
天
分
だ
と
思
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
天
下
の
大
藩
の
召
し
を
受
け
、
儒
臣
と
し
て
藩
主
に
近
侍
す
る
栄
を
得

た
。
か
く
あ
る
か
ら
に
は
時
間
を
惜
し
み
、
君
主
に
信ま

こ
とを

尽
く
し
て
功
名
を
上

げ
よ
う
」
と
も
詠
う
。
順
庵
門
で
学
業
に
励
ん
で
十
年
近
い
。
身
に
付
け
た
学

業
に
も
自
信
が
つ
い
て
い
た
。
こ
の
学
問
を
も
っ
て
一
日
も
早
く
世
に
役
立
ち

た
い
と
の
思
い
は
、
日
に
日
に
強
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

武
士
の
世
に
あ
っ
て
、
学
問
を
も
っ
て
国
に
仕
え
る
と
は
、
創
業
の
た
め
で

は
な
く
守
成
の
た
め
で
あ
る
。
五
常
五
倫
の
思
想
と
価
値
観
を
世
に
行
き
渡
ら

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
武
家
が
己
の
存
在
を
樹
立
し
す
る
こ
と
が
出
来
、

そ
の
自
負
を
糧
と
し
て
世
を
治
め
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
た
め

に
は
、
鳩
巣
が
苦
し
ん
で
き
た
よ
う
に
、
絶
え
ざ
る
内
省
と
自
己
啓
発
に
よ
る

自
己
改
革
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
世
が
治
ま
り
平
和
と
な
れ
ば
、
自

ず
と
緊
張
は
弛
み
、
武
士
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
は
、
一
朝
の
内

に
霧
散
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

其
九　

鳩
巣

　
　

自
從
結
髪
事
詩
書　
　

儒
業
尋
常
與
世
疎

　
　

宦
跡
由
来
縁
翰
墨　
　

客
居
況
復
脱
簪
裾

気
に
し
て
節
義
を
忘
れ
た
軟
弱
な
世
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。
鳩
巣
の
抱
い

て
い
た
杞
憂
が
、
決
し
て
一
人
だ
け
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
号
で
見

た
昌
興
の
行
動
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　

次
い
で
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
、
師
の
順
庵
が
将
軍
綱
吉
に
抜
擢
さ

れ
て
侍
講
と
な
っ
た（
注
12
）。
順
庵
が
京
の
雉
塾
か
ら
去
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
こ

は
ガ
ラ
ン
と
し
て
空
虚
だ
っ
た
。
九
月
、
そ
の
雉
塾
で
の
作
に
い
う
。

　
　
　
　

對
月
四
首　
　

鳩
巣

　
　

衡
門
常
閴
寂　
　

月
色
轉
深
沈　
　

坐
與
鴻
同
起　
　

愁
將
蟲
共
吟

　
　

風
霜
酬
國
志　
　

日
夜
戀
親
心　
　

寄
語
故
郷
友　
　

知
吾
客
慮
侵

［
訓
読
］
衡か

う
も
ん門

常
に
閴げ

き
せ
き寂

。
月

げ
つ
し
ょ
く色

轉う
た

た
深し

ん
ち
ん沈

。
坐
し
て
鴻と

り

と
同と

も

に
起
き
。
愁う

れ

へ
て

蟲
と
共
に
吟
ず
。
風ふ

う
さ
う霜
國
に
酬む

く

い
ん
の
志

こ
こ
ろ
ざ
し。
日
夜
親し

ん

を
戀
ふ
る
心
あ
り
。
語
を

寄
す　

故こ
き
ゃ
う郷
の
友
。
知
る
や　

吾
が
客か

く
り
ょ慮
の
侵を

か

さ
る
る
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

沈
・
吟
・
心
・
侵
（
下
平
十
二
侵
）

　
「
衡
門
」
は
、
二
本
の
柱
に
横
木
を
あ
て
た
だ
け
の
粗
末
な
門
。
世
に
隠
れ
住

む
ガ
ラ
ン
と
し
て
何
も
な
い
家
に
、
晩
秋
の
氷
る
よ
う
な
月
が
さ
し
込
ん
で
く

る
。
朝
は
鳥
と
共
に
起
き
夜
は
寂
し
く
虫
と
共
に
詠
う
。
自
分
に
は
、
ど
ん
な

苦
難
に
あ
っ
て
も
国
に
報
い
ん
と
す
る
志
が
あ
れ
ば
、
一
方
で
夜
も
昼
も
親
を

恋
う
心
も
あ
る
。
故
郷
の
友
よ
、
こ
ん
な
月
の
美
し
い
夜
に
は
、
い
ろ
ん
な
念

お
も
い

が
私
の
心
を
か
き
乱
す
こ
と
を
、
君
達
は
知
っ
て
い
る
か
、
と
。
や
は
り
親
と

も
慕
う
師
の
い
な
い
京
は
寂
し
か
っ
た
。
心
に
は
報
国
の
志
は
変
わ
ら
ず
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
虚
し
い
心
は
隠
せ
な
か
っ
た
。
四
首
目
に
も
い
う
、「
積せ

き
む夢

思し

き歸
の
客か

く

」「
行か

う
さ
う装
は
秋
の
盡く

れ

に
在
り
。
馬
を
駆か

っ
て
関
東
に
向
は
ん
」
と
。
関

東
に
は
親
の
み
な
ら
ず
、
師
順
庵
も
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
年
の
十
二
月
二
十
八
日
、
江
戸
は
大
火
に
見
舞
わ
れ
本
郷
の

　
　

百
年
補
過
苦
無
足　
　

寸
禄
奉
親
欣
有
餘

　
　

所
願
弃
捐
名
利
計　
　

一
生
不
負
此
心
初

［
訓
読
］
結け

っ
ぱ
つ髪

し
て
詩
書
を
事こ

と

と
せ
し
自よ

り從
。
儒
業
は
尋

じ
ん
じ
ゃ
う常

世
と
與と

も

に
疎う

と

し
。

宦く
ゎ
ん
せ
き跡

由ゆ
ら
い来　

翰か
ん
ぼ
く墨

に
縁よ

る
。
客か

く
き
ょ居　

況い
は
むや

復ま

た
簪し

ん
き
ょ裾

を
脱
す
。
百
年
過く

ゎ

を
補ほ

す

も
足
る
こ
と
無
き
に
苦
し
む
。
寸す

ん
ろ
く禄　

親し
ん

に
奉
じ
て
餘
り
有
る
を
欣よ

ろ
こぶ

。
願
ふ

所
は
弃き

え
ん捐

す
名
利
の
計
。
一
生
負そ

む

か
じ
此
の
心
の
初は

じ
め。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

書
・
疎
・
裾
・
餘
・
初
（
上
平
六
魚
）

　
「
結
髪
」
は
元
服
。
こ
こ
で
は
、
鳩
巣
が
加
賀
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
十
五
歳

の
頃
を
い
う
。
召
し
出
さ
れ
て
儒
業
を
事
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
世
間
か
ら

一
線
を
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
簪し

ん
き
ょ裾

を
身
に
す
る
官
吏
の
生
活
と

は
遠
く
な
っ
た
。
学
問
に
身
を
捧
げ
て
給
さ
れ
る
禄
は
、
親
に
捧
げ
て
生
活
の

支
え
と
し
て
も
余
り
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
分
の
学
業
は
、社
稷（
国
の
政
）

の
守
り
と
な
る
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、
百
年
か
け
て
そ
の
過
少
を
補
っ
て

も
足
り
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
名
利
を
求
め
て
立
身
に
奔
っ
て
も
、
理
想
か
ら
遠

ざ
か
る
ば
か
り
。
だ
か
ら
一
生
、
学
問
に
身
を
捧
げ
る
決
心
を
枉
げ
ま
い
、
と
。

　

鳩
巣
は
直
接
の
言
及
は
避
け
て
い
る
が
、
え
て
し
て
安
寧
と
逸
楽
に
流
れ
て

ゆ
く
当
時
の
時
代
相
を
、「
名
利
の
計
を
弃
捐
」
す
る
の
一
語
に
込
め
て
い
る
。

例
え
ば
元
禄
四
年
に
刊
さ
れ
た
『
明
君
家
訓
』
に
は
、
当
代
の
武
士
の
風
俗
を
、

自
負
心
や
誇
り
を
見
失
い
、
見
栄
と
体
裁
ば
か
り
を
取
り
繕
う
木で

く偶
人
形
の
ご

と
き
存
在
だ
と
指
弾
す
る
。

　

当
代
、
士

さ
ぶ
ら
ひの

風
俗
、
質

し
つ
ち
ょ
く直

朴は
く
そ素

の
気き

み味
す
く
な
く
、
外ぐ

ゎ
い
け
ん見

を
か
ざ
り

身
を
ゆ
た
か
に
持も

ち

な
し
候
。
我わ

が

同ど
う
れ
つ列

又
は
下げ

は
い輩

の
も
の
に
対
し
候
て
は
、

一ひ
と
し
ほ入
高か

う
ゐ位
に
と
り
つ
く
ろ
ひ
、
偏ひ

と
へに
か
ざ
り
た
る
木き

に
ん
ぎ
ゃ
う

人
形
の
ご
と
く
見
へ

候
由よ

し

及お
よ
びレ 

承
う
け
た
ま
は
り

候
。

ま
た
い
う
。

  

当
代
、
士

さ
ぶ
ら
ひの
寄よ

り
あ
い会
を
聞

き
き
お
よ
び及
候
に
、
お
ほ
く
は
賓ひ

ん
し
ゅ主
と
も
に
礼
儀
た
だ
し

か
ら
ず
、
わ
け
も
な
き
事
共
口
に
ま
か
せ
、
声こ

は
だ
か高

に
わ
ら
ひ
の
の
し
り
、

又
は
人
の
噂

う
は
さ

好こ
う
し
ょ
く
色
の
は
な
し
、
或
酔す

い
き
ゃ
う
狂
を
し
、
或
小
歌
三
味
線
座ざ

じ
ゃ
う上
に
と

り
は
や
す
や
か
ら
も
有
レ
之
由
、
是
等
は
一
と
し
て
士
の
作
法
に
て
無
レ
之

候
。
偏ひ

と
へに
下げ

ら
う臈
の
寄よ

り
あ
ひ合
に
て
候
。

　

鳩
巣
は
、
こ
の
よ
う
な
時
流
に
強
い
危
機
感
を
隠
さ
な
い
。
そ
し
て
自
分
も

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
時
流
に
溺
れ
て
ゆ
く
の
を
律
し
き
る
自
信
は
な
か
っ
た
。

自
警
の
誓
文
を
菅
廟
に
奉
っ
た
の
は
、
前
述
も
し
た
よ
う
に
こ
の
年
の
二
月
で

あ
る
。
そ
の
誓
文
に
い
う
（
原
漢
文
）。

　

順
祥
、
幼
き
時
よ
り
儒
を
も
っ
て
業
と
な
す
も
、
竊ひ

そ
か
に
も
自
量
せ
ず
、

義
を
立
て
道
を
行
な
ひ
、
学
ぶ
所
に
負そ

む

か
ざ
ら
ん
と
す
。
し
か
し
て
気
質

昏
弱
に
し
て
、
自み

づ
から

勝た

ふ
能
は
ず
。
因

い
ん
じ
ゅ
ん循

苟こ
う
し
ょ且

、
以
て
今
に
至
る
。
然
る

に
自
ら
区
々
の
志
を
料
る
に
、
終
に
已や

む
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
仁
を
な
す
こ

と
己
に
よ
り
、
他
に
求
む
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
人
に
畏
れ
ら
れ
信
じ
ら

れ
、
而
し
て
敢
へ
て
自じ

ぎ欺
せ
ざ
ら
し
む
る
は
、
神
の
聡
明
正
直
の
者
に
非

ざ
れ
ば
、
其
れ
誰
れ
か
之
を
能
く
せ
ん
。（
中
略
）
願
は
く
は
、
庇　

を
垂

れ
、
弱
食
を
監
護
し
、
能
く
自
ら
成
立
し
て
以
て
素
志
を
終
え
使
め
よ
。

自
分
は
今
ま
で
儒
業
を
事
と
し
て
ひ
た
す
ら
学
問
に
励
ん
で
き
た
。
し
か
し
自

分
の
性
質
は
ぐ
ず
ぐ
し
て
そ
の
場
し
の
ぎ
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
と
て
も
や
り
遂

げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
加
え
て
仁
の
理
想
を
追
求
す
る
に
は
、
絶
え
ざ
る
内

省
と
自
己
啓
発
、
か
つ
己
の
良
心
に
恥
じ
な
い
言
行
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
自
分
だ
け
の
力
で
は
無
理
な
の
で
、
聡
明
で
公
正
な
神
の
力
に
依
る
し
か
な

い
、
と
。
時
代
は
実
直
で
質
朴
な
世
か
ら
、
豊
か
だ
が
そ
の
分
外
見
ば
か
り
を

ひ
き
う
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あ
る
。
若
く
し
て
両
親
を
失
い
、
零
落
困
苦
を
極
め
て
い
た
が
、
学
を
石
川
丈

山
等
に
受
け
て
成
り
、
寛
文
五
年
綱
紀
に
聘
さ
れ
て
三
百
石
を
拝
し
て
儒
員
と

な
り
、順
庵
・
平
岩
仙
桂
と
共
に
三
儒
と
称
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
詩
は
格
調
高
雅
、

寡
欲
に
し
て
志
操
高
潔
な
人
柄
は
五
十
川
剛
伯
や
昌
興
の
ひ
そ
か
に
敬
慕
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
に
来
る
と
昌
興
と
鳩
巣
の
間
が
急
速
に
近
く
な
る
。
六
月
六
日
に
鳩
巣

か
ら
『
大
学
』
章
句
の
講
義
を
受
け
た
の
を
皮
切
り
に
、
そ
れ
以
降
『
論
語
』

の
学
而
・
為
政
・
八
佾
・
里
仁
と
各
二
編
ご
と
講
義
を
受
け
、
九
月
二
十
九
日

に
は
公
冶
長
・
雍
也
、
十
月
七
日
に
は
述
而
・
泰
伯
と
進
ん
だ
。
次
い
で
快
晴

で
風
も
な
く
閑
暇
な
九
日
、
鳩
巣
を
誘
っ
て
兄
の
克
明
の
旅
亭
を
尋
ね
て
「
聞

松
風
」
題
で
賦
詩
詠
歌
し
た
。

　

十
月
二
十
八
日
に
は
昌
興
の
松
風
亭
に
寄
せ
る
記
一
巻
が
鳩
巣
か
ら
贈
ら
れ
、

翌
日
に
は
ま
た
『
論
語
』
郷
党
篇
の
講
義
を
受
け
た
。「
松
風
亭
記
」
に
対
し
て

和
歌
三
首
を
和
し
、
そ
れ
に
序
を
加
え
て
鳩
巣
に
贈
っ
た
の
は
翌
月
一
日
で
あ

る
。
江
戸
で
は
昌
興
や
鳩
巣
な
ど
若
者
達
は
、
機
会
あ
る
毎
に
学
を
深
め
詩
賦

の
教
養
を
深
め
た
。
小
集
に
し
て
も
日
記
に
記
さ
れ
た
の
は
一
部
で
あ
ろ
う
。

十
日
に
は
昌
興
は
小
瀬
助
信
や
山
本
惟
明
を
招
い
て
閑
談
し
、
十
二
日
に
も
鳩

巣
か
ら
先
進
篇
の
講
義
を
受
け
、
こ
れ
以
降
も
更
に
講
義
は
続
く
。
新
し
い
時

代
の
創
成
期
に
参
画
す
る
若
者
達
の
日
々
は
充
実
し
て
い
た
。
十
二
月
晦
日
に

昌
興
は
歌
う
。

　
　

暮
に
け
り
を
く
り
む
か
へ
し
春
穐
の
三
十
の
と
し
も
け
ふ
の
み
に
し
て

藩
邸
も
焼
亡
し
て
し
ま
い
、
天
和
三
年
の
春
は
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。「
日
記
」

に
鳩
巣
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
一
月
十
八
日
条
で
あ
る
。
こ
の
年
の
江
戸

参
勤
に
御
供
し
て
江
戸
に
住
屯
す
る
藩
士
を
召
し
出
し
て
申
し
渡
す
中
に
、
小

瀬
助
信
と
鳩
巣
の
名
も
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
鳩
巣
は
金
沢
に
来
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
京
か
ら
向
か
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

順
庵
が
幕
府
に
召
し
出
さ
れ
た
の
で
、
鳩
巣
が
儒
臣
の
一
端
を
担
わ
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
参
勤
は
、
前
年
の
大
火
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
初
五

月
末
頃
の
予
定
だ
っ
た
が
、
こ
と
の
ほ
か
再
建
が
捗
っ
た
の
だ
ろ
う
、
ほ
ぼ
例

年
通
り
四
月
二
日
の
発
と
な
っ
た
。
江
戸
着
は
十
二
日
で
あ
る
。

　

本
来
な
ら
ば
、
九
月
に
江
戸
に
出
向
く
は
ず
の
鳩
巣
が
も
う
四
月
に
召
し
出

さ
れ
た
の
は
、
京
で
の
学
問
修
行
が
終
息
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し

て
こ
の
年
十
一
月
二
十
四
日
、
父
玄
樸
が
江
戸
の
自
宅
で
病
没
し
た
。
六
十
八

歳
で
あ
っ
た
。
鳩
巣
の
筆
に
な
る
「
碑
陰
記
」
に
い
う（
注
13
）。

　

先
君
、
幼
に
し
て
穎え

い
い異

を
見あ

ら

は
し
、
長
じ
て
剛が

う
ち
ょ
く直

を
も
っ
て
世
に
遇あ

は

ず
。
備
よ
り
摂
に
来
り
、
遂
に
武
に
從よ

り
て
江が

う
と都

に
家
す
る
こ
と
三
十
年
、

醫
に
隠
れ
て
仕
へ
ず
。
元
和
丙
辰
某
月
某
日
、
備
の
郷が

う
い
う邑

に
生
れ
、
天
和

癸
亥
十
一
月
二
十
四
日
末
の
時
、
疾
を
以
て
卒
す
（
原
漢
文
）。

淡
々
と
感
情
を
抑
え
た
記
で
あ
る
。
父
は
、
他
に
抽
ん
で
る
才
能
と
剛
直
な
性

の
た
め
世
間
と
そ
り
が
あ
わ
ず
、
仕
官
せ
ず
町
医
と
し
て
一
生
を
終
え
た
。
仕

官
し
て
凡
人
に
膝
を
屈
す
る
よ
り
も
、
た
と
え
町
医
で
あ
っ
て
も
医
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
を
持
し
て
生
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
世
俗
に
汚
れ
る
よ
り
も
市

中
に
抱
関
の
士
と
し
て
隠
れ
た
い
と
望
む
一
面
は
、
こ
れ
ま
で
も
見
た
よ
う
に

鳩
巣
に
も
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
年
十
月
六
日
、
木
下
順
庵
の
次
息
寅
亮
を
京
か

ら
召
し
出
し
、
十
二
月
二
十
二
日
順
庵
に
代
え
て
召
し
抱
え
た（
注
14
）。

　
5　

貞
享
三
年
・
四
年

　

貞
享
三
年
は
江
戸
で
正
月
を
迎
え
、昌
興
は
三
十
一
歳
、鳩
巣
は
二
十
九
歳
と
、

而
立
の
年
齢
を
迎
え
て
い
た
。
そ
し
て
綱
吉
に
よ
る
文
治
に
よ
る
治
政
は
い
よ

い
よ
浸
透
し
て
き
た
。
創
業
の
代
が
終
わ
り
、
守
成
の
時
代
と
な
る
と
、「
之
を

道
び
く
に
徳
を
以
て
し
之
を
齊と

と
のふ
る
に
禮
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
有
り
て
且
つ
格い

た

る
」
と
い
う
、
徳
治
主
義
に
基
づ
く
儒
道
が
中
心
と
な
る
。
そ
の
徳
を
修
む
べ

き
操
は『
詩
経
』に
充
溢
す
る
純
粋
な
情
に
よ
り
醸
成
さ
れ
、学
問
や
詩
作
に
よ
っ

て
更
に
志
を
磨
き
、
徳
へ
と
昇
華
さ
れ
る
。「
君
子
は
、
食
飽
く
を
求
む
る
な
く
、

居
安
き
を
求
む
る
な
し
。
事
に
敏
に
し
て
言
に
慎
み
有
道
に
就
い
て
正
す
、
学

を
好
む
と
謂
ふ
可
き
の
み
」
と
も
孔
子
は
説
い
た
が（
注
18
）、
こ
う
し
た
生
き
様

が
君
子
者
の
在
り
方
と
し
て
理
想
と
さ
れ
た
。
昌
興
の
志
し
た
も
の
こ
そ
、
こ

の
「
有
道
に
就
い
て
正
す
」、
つ
ま
り
徳
あ
る
者
に
つ
い
て
学
び
、
己
の
生
き
様

を
君
子
の
道
に
近
づ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
詩
へ
の
志
向
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
、
鳩
巣
に
よ
る
儒
学
の
講
義
の
実
践
で
も
あ
る
。

　

一
月
五
日
は
、
風
も
な
く
快
晴
で
、
春
の
興
趣
の
湧
く
の
が
抑
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
初
め
て
賦
詩
を
試
み
、
そ
の
日
の
午
後
藩
邸
で
会
っ
た
鳩
巣
に
そ

の
添
削
を
依
頼
し
た
。
前
年
江
戸
に
来
て
か
ら
閑
暇
の
殆
ど
を
鳩
巣
の
『
論
語
』

の
講
義
に
充
て
て
い
た
か
ら
、
添
削
を
依
頼
す
る
の
に
最
も
適
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
鳩
巣
は
容
赦
な
く
添
削
し
て
、
見
事
一
箇
の
詩
作
へ
と
昇
華
せ
し
め
て

く
れ
た（
注
19
）。

　
　
　
　

山
家
立
春　
　

昌
興

　
　

掃4

柴
門
獨
迎

4

4

春
色4　
　

思
閑
舊
年
暮

4

4

4

4

4

又
来　
　

　
　

黄
鳥
凌
寒
今
将4

囀　
　

破
牕

4

4

自
見
前
嶺
霞

4

4

4

4

　
4　

貞
享
元
年
か
ら
三
年
ま
で

　

天
和
四
年
は
二
月
に
年
号
が
貞
享
と
改
ま
る
。
江
戸
の
藩
邸
で
正
月
を
迎
え

た
鳩
巣
は
、
ま
だ
喪
中
に
あ
っ
て
近
侍
を
遠
慮
し
て
い
た（
注
15
）。
四
月
六
日
に

催
さ
れ
た
昌
興
の
兄
克
明
の
旅
亭
で
の
小
集
に
、
五
十
川
剛
伯
・
小
瀬
助
信
・

種
重
等
と
共
に
始
め
て
名
前
を
載
せ
る
。
二
十
日
後
の
帰
藩
が
決
ま
っ
て
い
た

の
で
、
名
残
の
小
集
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

金
沢
に
帰
る
と
各
々
に
は
各
々
の
家
庭
が
あ
り
、
各
々
の
日
常
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
歳
暮
も
押
し
迫
っ
た
十
二
月
、
鳩
巣
は
禄
百
五
十
石
を
賜
り
奥
小
将
組

に
編
さ
れ
た
。
既
に
儒
臣
と
な
っ
て
奥
小
将
組
に
あ
っ
た
小
瀬
助
信
や
五
十
川

剛
伯
と
共
に
、
綱
紀
の
侍
読
と
し
て
或
い
は
藩
士
の
子
弟
の
教
育
に
携
わ
る
こ

と
に
な
る
。
剛
伯
は
、
京
の
人
で
あ
っ
た
が
順
庵
の
推
薦
に
よ
り
延
宝
三
年
五

月
藩
の
儒
臣
と
な
り
、
歳
禄
三
百
石
に
学
資
を
給
さ
れ
て
江
戸
で
朱
舜
水
の
業

を
受
け
、
今
年
三
十
六
歳
に
な
っ
て
い
た（
注
16
）。

　

年
が
明
け
て
貞
享
二
年
三
月
二
十
六
日
、
一
年
足
ら
ず
の
金
沢
で
の
生
活
を

終
え
て
江
戸
へ
発
っ
た
。
江
戸
に
着
く
間
も
な
い
五
月
二
十
八
日
、
沢
田
宗
堅

が
老
病
を
も
っ
て
致
仕
し
て
京
に
帰
っ
た
。
そ
の
時
の
作
に
い
う（
注
17
）。

　
　

老
病
官
居
北
海
濱　
　

春
風
拂
面
馬
蹄
塵

　
　

一
朝
解
印
歸
郷
呈　
　

何
處
雲
林
應
寄
身

［
訓
読
］
老

ら
う
び
ゃ
う病

官か
ん
き
ょ居

す　

北
海
の
濱
。
春
風
に
面お

も
て

を
拂
ひ
馬
蹄
に
塵
す
。
一い

つ
て
う朝

解か
い
い
ん印

し
て
郷き

ょ
うに

歸
ら
ん
と
し
て
呈
す
。
何い

づ
こ處

の
雲
林
に
應
に
身
を
寄
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

              

濱
・
塵
・
身
（
上
平
十
一
真
）

　
「
解
印
」
は
印
綬
を
解
い
て
官
を
辞
す
る
こ
と
。
宗
堅
は
、
今
年
六
十
二
歳
で
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こ
れ
以
降
昌
興
の
詩
作
活
動
は
ま
す
ま
す
進
む
。
十
七
日
は
鳩
巣
と
、
十
八

日
は
助
信
、
十
九
日
は
鳩
巣
と
小
集
を
持
ち
、
二
十
一
日
に
は
鳩
巣
と
共
に
坂

井
泰
順
を
訪
ね
て
梅
花
に
賦
し
、
夜
に
は
山
本
惟
明
も
加
え
て
小
集
を
楽
し
ん

だ
。
更
に
二
月
五
日
に
は
鳩
巣
に
、
七
日
は
助
信
に
添
削
を
依
頼
し
、
十
五
日

に
は
し
ば
ら
く
来
訪
の
な
い
鳩
巣
に
、「
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
中
々
侘
び
し
け
れ

昔
な
が
ら
の
軒
の
松
風
」
と
詠
っ
て
来
訪
を
促
し
た
。
三
月
二
十
六
日
に
は
小

瀬
助
信
や
鳩
巣
・
矢
田
亮
恵
を
自
邸
に
招
き
「
旅
牕
花
」
の
題
で
賦
詩
し
、
桜

井
知
親
に
招
聘
さ
れ
て
途
中
退
席
す
る
鳩
巣
に
、
前
庭
の
櫻
花
一
枝
を
渡
し
、

そ
れ
に
感
謝
す
る
一
絶
を
翌
日
鳩
巣
か
ら
受
け
取
っ
た
。

　
　
　
　

藤
昌
興
雅
丈
賜
前
庭
櫻
花
感
其
厚
意
乃
賦
詩
且
以
和
韻
謝
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳩
巣

　
　

一
枝
満
手
賞
心
香　
　

艶
々
花
房
映
艸
堂

　
　

厚
志
無
窮
更
堪
報　
　

雅
懐
終
日
詠
吟
長

　
　

思
ふ
ぞ
よ
袖
に
ふ
れ
こ
し
櫻
花
香
も
な
つ
か
し
き
人
の
こ
こ
ろ
を

［
訓
読
］
一
枝
手
に
満
つ　

賞し
ゃ
う
し
ん心の

香か
う

。
艶つ

や
や
か々

な
花く

ゎ
ば
う房　

艸さ
う
だ
う堂

に
映え

い

ず
。
厚こ

う
し志　

無む
き
ゅ
う窮　

更あ

に
報ほ

う

ず
る
に
堪た

へ
ん
や
。
雅が

く
ゎ
い懐

終し
ゅ
う
じ
つ

日　

詠え
い
ぎ
ん吟

す
る
こ
と
長ひ

さ

し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

香
・
同
・
長
（
下
平
七
陽
）

　

そ
し
て
こ
の
作
を
基
に
、
昌
興
・
知
親
も
加
え
て
三
人
で
回
章
し
て
贈
答
応

酬
を
楽
し
ん
だ
。「
日
記
」
で
は
こ
の
前
後
、
和
歌
も
合
わ
せ
て
十
六
首
に
及
ぶ

（
注
21
）。

　

充
実
し
た
日
々
は
五
月
三
日
の
帰
藩
ま
で
続
い
た
が
、
帰
郷
す
る
と
や
は
り

各
々
は
日
常
へ
と
戻
っ
た
。
た
だ
こ
の
年
特
記
す
べ
き
事
項
が
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
六
月
二
十
八
日
、
鳩
巣
が
二
十
九
歳
に
し
て
束
髪
し
て
儒
臣
と
な
っ
た
こ

と
で（
注
22
）、
今
一
つ
は
母
と
妹
春
を
金
澤
の
地
に
招
き
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た

江
戸
に
あ
っ
て
も
許
可
な
し
に
帰
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
そ
の
も
ど
か
し
さ
を

悲
し
み
恨
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
早
梅
の
せ
い
な
の
だ
、
せ
め
て
一
枝
な

り
摘
ん
で
親
に
見
せ
た
い
の
に
と
い
う
詩
意
は
、
鳩
巣
の
心
情
を
余
す
こ
と
な

く
伝
え
て
い
た
。「
余
、
そ
の
情
の
深
き
に
感
じ
て
、
短
札
を
件
の
一
枝
に
附
け

て
之
を
贈
り
、
か
つ
蜂
腰
一
首
を
相
ひ
加
ふ
」、
と
し
て

　
　

た
ら
ち
め
の
安
を
と
へ
と
咲
梅
の
に
ほ
ひ
を
風
に
送
こ
そ
す
れ

と
詠
ん
で
、
梅
の
一
枝
に
添
え
て
贈
っ
た（
注
20
）。

　

昌
興
は
四
歳
で
父
を
、
七
歳
で
母
を
喪
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、

親
に
対
す
る
思
慕
の
情
が
人
一
倍
強
く
、
忌
日
に
は
必
ず
墓
所
で
あ
る
松
月
寺

に
赴
き
、
参
勤
の
た
め
に
墓
参
が
叶
わ
ぬ
時
で
も
江
戸
に
あ
っ
て
そ
の
心
を
和

歌
に
込
め
て
詠
い
、
ま
た
は
代
参
を
兄
弟
に
依
頼
す
る
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
の
鳩
巣
の
、
想
い
の
深
さ
に
胸
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。
鳩
巣
は
こ
の

昌
興
の
恩
情
に
対
し
て
先
掲
昌
興
詩
「
山
家
立
春
」
の
韻
を
も
っ
て
応
え
る
。

　
　

一
枝
何
處
梅　
　

寵
贈
草
堂
来　
　

清
香
復
寒
色　
　

春
意
共
花
開

［
訓
読
］
一
枝　

何い
づ
こ處

の
梅
ぞ
。
寵ち

ょ
う
ぞ
う贈さ

れ
て
草さ

う
だ
う堂

に
来
る
。
清せ

い
か
う香

と
復ま

た
寒

か
ん
し
ょ
く色

と
。
春し

ゅ
ん
い意

花
と
共
に
開さ

く
。　
　
　
　
　
　
　

       

来
・
開
（
上
平
十
一
灰
）

　
　

又
も
こ
む
春
を
し
ら
せ
よ
た
ら
ち
め
の
千
と
せ
を
契
る
梅
の
初
花

　
　

た
ら
ち
め
の
安
き
を
誰
か
知
ら
す
べ
き
君
が
心
の
花
な
ら
ず
し
て

　

贈
ら
れ
て
き
た
梅
は
単
な
る
花
で
は
な
か
っ
た
。
己
の
親
に
対
す
る
情
を
誰

よ
り
も
深
く
解
す
る
「
心
の
花
」
で
あ
り
、
そ
の
親
の
千
歳
の
壽
を
寿
ぐ
昌
興

の
心
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
以
降
、
昌
興
と
鳩
巣
と
の
関
係
は
ま
す
ま
す
近
く
な
り
、
昌
興
の
詩
へ

の
志
向
も
ま
す
ま
す
進
ん
だ
。
八
日
に
は
鳩
巣
に
五
聯
句
の
添
削
、
九
日
に
は

助
信
に
三
聯
句
、
ま
た
平
仄
に
不
案
内
だ
っ
た
の
で
鳩
巣
に
そ
の
指
導
を
仰
い

　
　
　
　

山
家
立
春　
　

鳩
巣
添
削

　
　

柴
門
人
少　

春
開　
　

歎
息
年
光
去
又
来

　
　

黄
鳥
凌
寒
今
欲
囀　
　

雪
消
山
路
自
看
梅

　

添
削
の
第
一
は
「
色
・
来
・
霞
」
と
い
う
欠
韻
を
、「
開
・
来
・
梅
」
の
上
平

十
灰
韻
と
正
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
承
句
の
「
閑
・
年
」
の
平
並
び
を
、「
息
・

光
」
と
置
き
換
え
て
二
四
不
同
の
原
則
に
訂
し
、「
鳥
・
將
」
を
「
鳥
・
欲
」
に
、

「
牕
・
嶺
」
は
「
消
・
看
」
に
置
き
換
え
て
二
六
対
の
原
則
に
訂
し
た
。

　

昌
興
詩
は
、
山
家
に
居
て
春
を
た
だ
待
ち
受
け
る
趣
の
み
で
、
詩
は
平
板
だ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
鳩
巣
は
、「
山
家
に
閑
坐
し
て
、
春
と
な
っ
て
柴
門
を
開
け
て

春
を　

え
入
れ
る
」
と
、
能
動
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
に
変
え
た
。
そ
れ

は
二
句
目
の
「
閑
か
に
思
ふ
」
を
「
歎
息
す
」
と
置
き
換
え
、
末
句
の
「
牕
か

ら
は
嶺
々
の
霞
が
見
え
る
」
を
「
雪
が
消
え
た
山
路
を
歩
き
、
花
を
着
け
始
め

た
梅
を
看
る
」
と
変
え
た
こ
と
で
、
山
中
に
足
を
運
ん
で
春
を
求
め
る
風
流
人

へ
と
変
貌
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。
遠
慮
無
い
辛
辣
な
添
削
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
示
さ
れ
た
指
摘
は
、
昌
興
の
趣
意
を
汲
み
つ
つ
詩
の
精
神
を
、
生
き
様
の
高

み
に
ま
で
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
、
啓
蒙
あ
ふ
れ
る
熱
意
に
も
溢
れ
て
い
た
。

鳩
巣
は
昌
興
に
比
し
て
身
分
は
甚
だ
劣
っ
て
い
た
が
、
こ
と
文
事
に
関
し
て
は
、

初
心
者
を
熱
く
導
く
厳
し
く
も
慈
愛
に
満
ち
た
師
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
二
人
の
親
交
を
決
定
づ
け
た
の
は
、翌
六
日
に
記
さ
れ
た
鳩
巣
の「
元
旦
」

詩
で
あ
る
。
作
全
体
は
残
ら
ぬ
が
、　
「
日
記
」
に
は
「
親　
　

邇ち
か

き
に
在あ

る
も

　

人ひ
と

の
遠と

ほ

き
を
奈い

か
んせ

ん
。
惆

ち
ゅ
う
ち
ゃ
う

悵
し
て
安や

す
きを

問と

ふ
は
早さ

う
ば
い梅

に
依よ

り
て
な
り
」
と
記

さ
れ
て
い
る
（
原
漢
文
）。
前
日
昌
興
は
、
梅
花
一
枝
を
も
ら
い
楽
し
ん
で
い
る

所
に
、
こ
の
詩
を
眼
に
し
て
大
層
心
を
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
に
滞
在
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
勤
務
で
あ
っ
て
自
由
な
時
間
は
な
く
、
自
宅
が

し
ん
ゐ

だ
。
次
は
十
五
日
に
記
さ
れ
た
鳩
巣
の
平
仄
を
中
心
と
し
た
指
導
で
あ
る
。
念

の
た
め
添
削
部
分
の
み
平
仄
を
示
し
た
。

　
　

●
○
○
○
●
●
○　
　

●
○
○
●
●
○
○

　
　

已
迎
陽
和
想
勿
涯　
　

暁
来
鐘
響
獨
啣
巵

　
　

遙
眺
東
嶺
求
春
色　
　

霞
氣
朦
朧
日
出
遅

こ
の
添
削
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
も
平
仄
を
示
し
た
。

　
　

○　

●　
　
　
　
　
　

●　

◎

　
　

迎⇒

　
　

平
ニ
テ
。　

想⇒

思　

ヲ
モ
フ
ノ
時
ハ
平
、
ヲ
モ
ヒ
ノ
時
ハ
仄

　
　

●　

●　
　
　

○
●　

○
●

　
　

勿⇒

莫　
　
　

鐘
響⇒

閑
坐

　

起
句
の
「
迎
」
を
「　

」
に
訂
し
た
の
は
、
迎
が
平
韻
な
の
で
二
四
不
同
・

二
六
対
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た「
勿
」は「
無
」を
用
い
た
い
所
で
あ
る
が
、

「
無
」
は
平
韻
な
の
で
「
勿
」
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
更
に
「
莫
」
と

し
た
の
は
、「
莫
」
は
「
漠
」
に
も
通
ず
る
の
で
意
味
の
広
が
り
を
求
め
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

添
削
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
承
句
の
「
鐘
響
」
を
「
閑
坐
」
に
訂
し
た
所
に
あ
る
。

「
鐘
響
」
の
ま
ま
だ
と
「
啣
巵
」
と
あ
い
ま
っ
て
、
暁
鐘
を
聴
き
な
が
ら
盃
を
口

に
運
ぶ
と
い
う
単
な
る
絵
柄
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
「
閑
坐
」
と
置
き

換
え
る
と
、「
啣
巵
」
と
い
う
動
作
が
「
陽
和
」
の
春
を
迎
え
よ
う
と
す
る
心
の

働
き
に
な
り
、
そ
れ
が
「
遙
眺
」
に
通
じ
て
春
の
気
配
を
探
し
求
め
る
動
作
に

変
わ
る
。
そ
れ
は
起
句
の
「
想
莫
涯
」
と
す
る
、
待
ち
望
ん
で
き
た
春
へ
の
想

い
の
強
さ
の
表
出
と
も
な
っ
た
。
わ
ず
か
二
語
の
置
き
換
え
で
あ
っ
た
が
、
単

な
る
春
景
色
の
情
景
描
写
が
、
春
の
訪
れ
の
か
す
か
な
兆
候
ま
で
も
を
探
し
出

そ
う
と
す
る
、
心
の
動
き
の
描
写
へ
と
一
変
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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［
訓
読
］
戸こ

ぐ
ゎ
い外

新
た
に
開
く　

菊
一い

っ
そ
う叢

。
金き

ん
え
い英

明め
い
び媚　

空
を
凌し

の

が
ん
と
す
。
衡か

う
も
ん門

深
く
鎖と

ざ

し
て
人
の
賞し

ゃ
うす
る
な
く
。
獨
り
秋し

う
く
ゎ
う光を
送
る　

霜さ
う
ろ露
の
中う

ち

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

叢
・
空
・
中
（
上
平
一
東
）

　

ど
ん
な
に
み
す
ぼ
ら
し
い
家
で
も
、
菊
は
晩
秋
の
寒
さ
の
中
金
色
の
花
を
空

一
杯
に
輝
か
せ
る
。
菊
は
こ
の
厳
霜
の
中
、
花
々
の
中
で
最
後
に
花
を
咲
か
せ
、

君
子
然
と
し
て
気
高
い
秋
の
輝
き
を
人
々
に
贈
り
届
け
て
い
る
の
だ
、
と
。

　

家
族
を
金
沢
に
迎
え
た
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
城
下
の
中
心
で
な
く
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
城
か
ら
遠
い
、
町
は
ず
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
家
族
が

あ
れ
ば
城
中
の
生
活
に
も
勝
り
、
す
こ
し
目
を
や
れ
ば
秋
霜
の
中
に
咲
く
菊
や
、

雪
の
中
に
香
を
放
つ
梅
の
花
も
あ
る
の
だ
と
、
鳩
巣
は
胸
を
張
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
家
族
を
金
沢
に
迎
え
て
貞
享
四
年
と
な
っ
た
が
、
昌
興
も
鳩
巣
も
、

ほ
ぼ
日
常
の
煩
わ
し
さ
で
忙
殺
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
小
集
を
催
し
た
気

配
は
全
く
な
い
。
三
月
八
日
の
記
に
、
五
十
川
満
之
・
助
信
・
鳩
巣
・
佐
々
正

業
を
招
請
し
て
閑
談
し
た
旨
あ
る
の
が
唯
一
で
、
五
月
二
十
二
日
に
は
、
助
信

や
鳩
巣
に
御
能
の
始
終
を
記
録
す
べ
き
旨
が
申
し
渡
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
、

儒
臣
の
仕
事
と
は
言
い
難
い
雑
務
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
や
が
て
九
月
参

勤
の
た
め
江
戸
に
出
向
き
、
貞
享
五
年
と
な
り
、
九
月
に
元
禄
と
改
め
ら
れ
た
。

（
以
下
次
号
）

注
１
．『
昌
興
日
記
』（
以
下
「
日
記
」
と
略
称
）
元
禄
三
年
九
月
二
十
六
日
条

　
　

に
「
予
被
召
出
既
十
有
九
年
朝
暮
近
侍
如
此
之
段
」
と
あ
る
。
こ
の
年
の

　
　

十
九
年
前
は
寛
文
十
一
年
と
な
る
。

注
２
．『
松
雲
公
遺
編
類
纂
』
所
収
。

こ
と
で
あ
る
。

　

先
述
も
し
た
が
、
貞
享
元
年
に
は
剛
伯
・
助
信
と
共
に
儒
員
の
一
と
な
っ
て

い
た
。
順
庵
が
四
年
前
に
去
り
、
前
年
五
月
に
は
藩
の
三
儒
と
称
さ
れ
た
澤
田

宗
堅
・
菖
庵
父
子
も
、
老
病
の
故
を
も
っ
て
辞
し
て
京
に
帰
っ
て
い
た
。
そ
の

穴
を
埋
め
る
べ
く
、束
髪
し
て
儒
臣
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
日
記
」に
い
う
。

　
　

佐
々
常
憲
・
同
有
迪
・
室
順
祥
、
束
髪
の
願
い
申
し
上
げ
候
と
こ
ろ
、
尤

　
　

も
と
思
し
召
さ
れ
候
。
さ
候
は
ば
束
髪
仕
り
、
向
後
は
侍
役
に
こ
れ
相
い

　
　

勤
め
、
且
つ
儒
の
御
用
も
相
ひ
達
す
べ
き
旨
、
一
昨
日
仰
せ
出
さ
れ
候
よ

　
　

し
な
り
。（
原
漢
文
）

　

雉
塾
で
の
勉
学
も
一
段
落
し
、
儒
臣
と
し
て
近
侍
し
得
る
力
が
認
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
機
に
母
と
妹
を
金
沢
に
招
き
寄
せ
た
。
父
元
樸
は

既
に
三
年
前
に
没
し
て
い
る
。
二
年
前
に
は
禄
百
五
十
石
も
得
た
。
一
家
を
支

え
て
団
欒
の
家
庭
生
活
を
味
わ
う
に
は
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
年
、
元

禄
三
年
の
秋
、
長
町
に
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
時
の
「
鳩
巣
記
」
に
い
う
。

こ
こ
は
幸
い
に
市
場
か
ら
近
く
、
朝
晩
の
食
材
を
手
軽
に
得
て
親
に
美
味

し
い
ご
馳
走
を
食
し
て
も
ら
え
る
し
、
来
客
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
酒
肉

を
調
達
し
て
ご
馳
走
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
小
人
た
る
私

に
と
っ
て
利ゆ

た
か点

と
い
え
る
し
、
こ
の
利ゆ

た
か点

さ
が
、
生
活
を
愛
お
し
み
な
が

ら
私
の
拙
を
補
っ
て
な
お
余
り
が
あ
る
の
で
す
。（
原
漢
文
）

こ
う
し
た
小
市
民
的
幸
福
こ
そ
が
、
幼
年
か
ら
父
母
の
下
を
離
れ
て
、
小
坊
主

と
し
て
綱
紀
に
仕
え
な
が
ら
学
問
に
身
を
投
じ
て
き
た
鳩
巣
に
と
っ
て
、味
わ
っ

て
み
た
か
っ
た
喜
び
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　

こ
の
母
を
伴
っ
て
の
加
賀
行
き
は
、
順
庵
父
子
に
よ
っ
て
暖
か
く
送
り
出
さ

れ
、
そ
の
厚
意
に
謝
す
る
作
が
賦
さ
れ
て
い
る（
注
23
）。

注
３
．『
錦
里
先
生
文
集
』
巻
十
一
・『
松
雲
公
遺
編
類
纂
』
所
収
「
雑
詩
」。

注
４
．
辺
土
名
朝
邦
『
叢
書
日
本
の
思
想
家
』
十
一
集
「
中
村
愓
齋
・
室
鳩
巣
」。

注
５
．『
可
観
小
説
』
巻
八
。

注
６
．『
鳩
巣
先
生
文
集
』（
以
下
「
文
集
」
と
略
称
）
補
遺
巻
十
所
収
。

注
７
．「
文
集
」
巻
二
。

注
８
．
辺
土
名
氏
前
掲
書
。

注
９
．『
金
沢
市
史
』
第
一
章
第
二
節
「
藩
主
の
日
常
」
に
よ
る
。

注
10
．
石
川
県
図
書
館
協
会
刊
『
景
周
先
生
小
著
集
』
所
収
。「
文
集
」
上
編
巻

　
　

十
三
等
。

注
11
．「
文
集
」
巻
二
「
元
日
十
首
」
そ
の
一
。

注
12
．「
日
記
」
天
和
二
年
八
月
八
日
条
に
「
木
下
順
庵
、
去
二
十
八
日
御
目　

　
　

見
相
済
候
」
と
あ
る
。

注
13
．「
文
集
」
補
遺
巻
十
一
。

注
14
．「
日
記
」
十
二
月
二
十
二
日
条
。

注
15
．「
日
記
」
一
月
八
日
条
に
「
丹
直
清
、
父
の
喪
に
こ
も
り
て
居
侍
り
け　

　
　

る
ま
ま
春
雨
の
清
勝
を
と
ぶ
ら
ふ
」
と
あ
る
。

注
16
．『
石
川
県
史
』
第
三
章
第
二
節
「
漢
学
上
」・『
加
能
讀
史
年
表
』
等
。

注
17
．「
日
記
」
五
月
二
十
八
日
条
。

注
18
．
以
上
『
論
語
』
学
而
篇
。

注
19
．「
日
記
」
貞
享
三
年
一
月
五
日
条
。

注
20
．
以
上
「
日
記
」
貞
享
三
年
一
月
六
日
条
。

注
21
．「
日
記
」
三
月
二
十
六
～
二
十
八
日
条
。

注
22
．「
日
記
」
貞
享
三
年
六
月
二
十
八
日
条
、『
加
賀
藩
資
料
』
等
。

注
23
．「
文
集
」
巻
二
。

　
　
　
　

次
韻
木
順
信
送
予
奉
母
赴
賀
府          

鳩
巣

　
　

自
及
師
門
後　
　

從
遊
経
幾
年　
　

雅
論
資
講
習　
　

頑
質
就
磨
研

　
　

水
比
交
情
淡　
　

花
將
藻
思
鮮　
　

孔
庭
聞
禮
趨　
　

孟
母
擇
仁
遷

　
　

文
物
東
都
地　
　

関
山
北
海
天　
　

得
詩
知
秀
逸　
　

叙
別
覺
留
連

　
　

深
愧
木
瓜
報　
　

難
投
君
子
前　
　

時
秋
鴻
雁
足　
　

援
筆
意
悽
然

［
訓
読
］
師し

も
ん門

に
及お

よ

び
し
自よ

り
後の

ち

。
從じ

ゅ
う
い
う遊し

て
幾い

く
と
せ年

を
か
経
し
。
雅が

ろ
ん論

は
講か

う
し
ふ習

を

資た
す

け
。
頑ぐ

ゎ
ん
し
つ質

は
磨け

ん
ま研

に
就つ

く
。
水
は
交か

う
じ
ゃ
う情

に
比
し
て
淡あ

は

く
。
花
は
藻さ

う
し思

を
將も

っ

て

鮮あ
ざ
や
かな

り
。
孔こ

う
て
い庭

に
禮れ

い

を
聞
き
て
趨は

し

り
。
孟ま

う
ぼ母

は
仁
を
擇え

ら

び
て
遷う

つ

る
。
文ぶ

ん
ぶ
つ物

東と
う
と都

の
地
。
関

く
ゎ
ん
ざ
ん山

北ほ
っ
か
い海

の
天
。
詩
を
得
て
秀し

う
い
つ逸

を
知
り
。
別わ

か
れを

叙じ
ょ

し
て
留り

う
れ
ん連

を
覺
ゆ
。

深
く
愧は

づ　

木ぼ
く
く
ゎ瓜

の
報ほ

う

。
投と

う

じ
難が

た

し　

君
子
の
前ま

へ

。
時
に
秋　

鴻こ
う
が
ん雁

の
足
。
筆

を
援と

り
て
意

お
も
ひ

悽せ
い
ぜ
ん然

た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年
・
研
・
鮮
・
遷
・
天
・
連
・
前
・
然
（
下
平
一
先
）

　
「
雅
論
・
講
習
」は
順
庵
か
ら
受
け
た
学
業
。「
木
瓜
報
」と
は
、『
詩
経
』衛
風「
木

瓜
」
の
一
節
を
引
い
た
も
の
。「
我
に
投
ず
る
に
木ぼ

く
く
わ瓜

を
以
て
す
。
之
に
報
ず
る

に
瓊け

い
き
ょ琚

を
以
て
す
。
匪か

れ
報む

く

い
た
り
、
永
く
以
て
好
を
為
さ
ん
」
と
。
女
が
私

に
木ぼ

け瓜
の
実
（
小
瓜
）
を
投
げ
て
く
れ
た
か
ら
、
私
は
美
し
い
玉
で
応
え
よ
う
。

そ
し
て
末
永
く
仲
良
く
暮
ら
そ
う
と
い
う
求
愛
の
歌
で
あ
る
。
鳩
巣
は
こ
れ
を
、

私
は
師
か
ら
瓊け

い
き
ょ琚

と
い
う
宝
石
を
得
な
が
ら
、
お
返
し
を
す
る
と
い
っ
て
も
木

瓜
で
す
る
し
か
能
力
が
な
い
。
だ
か
ら
投
ず
る
に
投
じ
難
い
の
だ
と
、
慚
愧
を

こ
め
て
詠
っ
た
の
で
あ
る
。

　

家
族
を
金
沢
に
迎
え
た
秋
頃
の
作
が
同
じ
く
「
文
集
」
巻
二
に
あ
る
。

　
　
　
　

詠
庭
前
菊
花
寫
思
四
首　
　

鳩
巣

　
　

戸
外
新
開
菊
一
叢　
　

金
英
明
媚
欲
凌
空　

　
　

衡
門
深
鎖
無
人
賞　
　

獨
送
秋
光
霜
露
中


